『産業安全保健ハンドブック』執筆要領

　ご投稿いただく執筆は、添付した書式に従ってください。
　指定したテンプレートをご使用になり、各項目は、原則としてテンプレートに示した５つの項目について順を追って執筆してください。

　
【テンプレートについて】

１．作成には、指定のテンプレートをご使用になり、指定されたページに必ず収めてください。図・表・写真、節タイトル・小見出し等を含みます。
２．テンプレートは、労働科学研究所ホームページ（http://www.isl.or.jp/handbook.html）『産業安全保健ハンドブック』執筆要領のページよりダウンロードして下さい。
執筆要領、執筆見本も掲載しておりますので、ご利用ください。

なお、ダウンロードができない方は、お手数ですが最終ページに記載いたしましたお問い合わせ先にご連絡をお願いいたします。

【節タイトル、小節見出し、小節本文の書き方】
１．作成には、指定されたテンプレートをご利用になり、２頁〔6,000字（＝25字×60行×２段×２頁〕または、４頁〔12,000字（＝25字×60行×２段×４頁）〕以内に必ず収めてください。図・表・写真、節タイトル・小見出し等を含みます。

２．節タイトルは、14ポイント、MSゴシック+centuryゴシックを使用してください。行空けは、テンプレートの記載に従ってください。

３．小節見出しは、10.5ポイント、MSゴシック+centuryゴシックを使用してください。
４．小節本文は、9ポイント、MS明朝+century（１行25文字）を使用してください。

【表記について】
１．文章形式は、ですます調を使用してください。

２．数字は、アラビア数字を使用してください。ただし, 次のような場合を除きます。

（例：第一次調査, 数十人）
３．単位記号はSI単位を使用してください。（km, m, cm, mm, μm, nm, Å,kg, g, mg,μg, l, ml, μl, h（時）, min（分）, s（秒）, ms, μsなどJIS Z 8203を参照してください｡）

４．略語は原則として使用しないでください｡ 略語を使用する場合は, 初出時に正式名を記した後に（　）内に記入してください｡ 薬物名は原則として一般名を使用してください｡

５．使用する漢字や表記を限定するもの
　　  下記に記載するものは一例です。
	“暴露”“曝露”→“ばく露”
	“粉塵”→“粉じん”
	“塵肺”→“じん肺”

	“癌”“ガン”→“がん”
	“障害”→“障がい”
	“取組み”“取組”→“取り組み”

	“行なう”→“行う”
	“出来る”→“できる”
	“交替勤務”→“交代勤務”


【図・表・写真等貼付時の注意事項】

１．図・表・写真は、テキストボックスの中に貼付してください。ただし、別途、元原稿ファイル用もご提出願います。
２．複数の図・表・写真を掲載する場合は、テンプレートに作成したテキストボックスをコピー＆ペーストしてご利用ください。

３．レイアウトは、あくまで目安となりますが、文字数との調整のためにテキストボックスをご利用ください。

４．図・表・写真タイトルの記載方法

図・表および写真のタイトルは、8ポイント、MSゴシック+centuryゴシックを使用してください。（図・表の中に記載しないで下さい。）

５．実際のサイズは、片段の場合左右81ミリ、２段通しの場合左右169ミリとなります。

６．印刷物は、白黒になります。カラーで作成した図・表は、白黒で判別できることをご確認ください。

７．CD-ROM版は、カラーの表示が可能です。

【参考文献の書き方】
１．参考文献は、詳しく知りたい人のための総括的な文献、資料を原則として3点まで掲載してください。
２．参考文献は引用順に本文中の該当個所に上つきルビで指定してください。

３．参考文献リストを本文の最後に列記する｡（9pt,MS明朝+century）著者が6名以内の場合は全員を記載し，7名以上の場合は最初の6名を記載して後は “他”“et al.”とします｡ 
参考文献の書き方は次のとおりとします｡ 
（実際の記載例は、執筆見本を参照してください）
[単行本] 著者名. 表題. 編者名. 書名. 発行所所在地 : 発行所, 発行年（西暦）: 
引用頁-頁.
[学術雑誌] 著者名. 表題. 雑誌名 発行年（西暦）; 巻（号）: 頁-頁
【原稿の提出方法】
１．原稿は、メールの添付ファイルにしてお送り下さい。
　ファイル名は、章・節・項の番号＋執筆者氏名でお願いします。

（例：1.1.1小木和孝）

２．図・表・写真は、原稿とは別に元原稿ファイルのご提出をお願いします。

　ファイル名は、章・節・項の番号＋図・表・写真番号でお願いします。

（例：1.1.1図1、1.1.1表2、1.1.1写真1）
※メールにて上記ファイルのご提出が難しい方は、事務局までご連絡下さい。

【お問い合わせについて】
※お問い合わせは、原則メールにてお願いいたします。後日、担当者からご連絡を差し上げます。

※メールをご利用になれない方は、TELまたはFAXにてお問い合わせ下さい。

E-mailアドレス : handbook@isl.or.jp
TEL：044-977-2121

FAX：044-976-8659
財団法人　労働科学研究所

「産業安全保健ハンドブック」編集委員会

